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【要 旨】 

日本は人口あたりでみて抜きん出て多くのMRI（核磁気共鳴撮影）を保有して

いる．高額医療機器や技術は医療費増加の有力な要因のひとつとされており，

国民皆保険制度・医師の自由開業制と医療機器に対する十分な規制の不在・患

者の医療機関選択の自由といった日本の医療制度の特性は国際的にみても高

額医療機器の導入を促進する要因と考えられる．患者が医療機関選択の自由を

持つとき，高額医療機器の導入は医療機関にとっても重大な投資決定であるし，

周囲の医療機関がどのような医療機器を持っているかが意思決定に反映する

とも考えられよう．そこで本稿では，日本におけるMRIの導入の決定要因を，

とくに周囲の医療機器の状況に着目し，医療機関の個票を用いて分析する．本

稿の貢献は，以下の 2点にまとめられる．第 1に，高額医療機器の導入の有無

とその機種選定を検討している点である．第 2に，2008年時点でMRIを保有

するほぼ全ての医療機関の個票を用いて MRI の導入の決定要因・利用状況を

分析したことである．日本では MRI保有施設の約 4 分の 1が診療所であるに

もかかわらず，これまであまり分析対象とはされなかったが，本稿では診療所

のデータも用いている．本稿の結果は以下のようにまとめられよう．第 1 に，

医療機関が立地する 2次医療圏内の既存のMRI総数はMRIの追加導入に弱い

負の効果を与えるが，既存の高機能MRI台数は高機能MRIの導入に正の影響

を与える．これは，高機能 MRI が患者や医師をめぐる医療機関間競争の手段

として用いられているためかもしれない．第 2に，病床数の多い医療機関ほど

高機能MRIを追加・導入している．第 3に，高機能MRIは豊かな地域のほう

が導入されやすい．これは，豊かな地域の住民のほうが高機能 MRI を用いる

高度な検査を求めたり，その費用を負担することができたりするためかもしれ

ない． 
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